

































うち、閲覧可能であった 2003 年 12 月から 2010 年 9 月までの 84 件を分析の対象とする（検
























続いて 8 月 11 日に同紙は、ホメオパシー利用者が通常医療を忌避し、死に至ったとみら
れる複数の事例について報じた。たとえば 5 月には、43 歳女性が「西洋医学」の受診を拒
み続けた末に悪性リンパ腫で亡くなっていた。また生後 6 ヶ月男児の両親は、助産師に勧
められてホメオパシー利用者になり、男児のアトピー性皮膚炎の治療や予防接種を拒否し
続けた。男児は 5 月、5 千グラムの低体重のまま亡くなったという3。この 4 日後の 15 日に
は『毎日新聞』も、質問コーナーでホメオパシーを簡単に紹介するとともに、病気治療の
効果には疑問があることを示している4。





3 『朝日新聞』8 月 11 日「ホメオパシー利用者複数死亡例 通常の医療行為を拒否」
以下、新聞・雑誌記事で刊行年の表記がないものは、すべて 2010 年の刊行。













する作業を 10 数回から 30
回程度繰り返して作った水を、砂糖玉に浸み込ませたものです。希釈操作を 30 回繰り



































メオパシー」のメディア露出が増えていった。さらに 9 月 2 日、沖縄県名護市の公立学校
養護教諭が保健室に来る子どもたちにホメオパシーの「薬」（「レメディ」）を渡していたこ
とを、『朝日新聞』が報道。この教諭が養護教諭向けにホメオパシーの講演も行っていたこ
とも報じられた10。また 8 日には、日本助産師会に加盟している助産所の約 1 割で、ホメオ
パシーが用いられていたという調査結果も示された11。

















『毎日新聞』8 月 30 日の「メディア時評」（京都産業大教授・永田和宏）は「大事にしたい
科学的根拠」という題で、ホメオパシーのほか美容に良いとされて売られているコラーゲ
6 『朝日新聞』8 月 26 日「ホメオパシー否定 医療界賛同広がる」
7 『産経新聞』8 月 26 日「ホメオパシー効果 厚労相が調査方針」
8 『毎日新聞』8 月 27 日「ホメオパシーの使用に日本助産師会も反対」
9 『しんぶん赤旗』8 月 27 日「｢ホメオパシー｣否定談話に賛成 日本医師会など 安全上
重大問題 薬剤師会も」
10 『朝日新聞』9 月 2 日「保健室でホメオパシー 沖縄の養護教諭」
11 『朝日新聞』9 月 8 日「ホメオパシー助産所 1 割 助産師会調査 ビタミン与えず」
































13 『朝日新聞』8 月 28 日「ホメオパシー討論会学術会議に呼びかけ 統合医療学会」
14 日本統合医療学会サイトより引用（http://www.imj.or.jp/pdf/100826.pdf）。
15 ホメオパシーは後述するように 200 年以上の歴史があり、理論的な立場の違いや会員資
格（医療関係者か否かなど）によってさまざまな団体が存在する。ここでは「日本ホメオ





































































通常、英国の家庭で使われているポーテンシーは、6C～30C です（筆者注：C は 100
倍に希釈する操作の回数を表す）。30C のポーテンシーは 10 の 60 乗倍（0 が 60 個続く
数字）希釈ですが、10 の 24 乗倍希釈の段階で、確率的には原物質は 1 分子も入ってい



































16 書籍でいえば、古いものではマイケル・ガードナーの『奇妙な論理Ⅰ』（原著は 1952 年











































































































































21 今回使用した 107 件の新聞・雑誌記事のうち、ホメオパシー利用者の助産師による乳児




































22 『東京新聞』2006 年 5 月 9 日「エビデンスと直感（上）」






































24 『朝日新聞』8 月 25 日「ホメオパシー効果否定 日本学術会議 医療現場に自粛要請」
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